
さて、ホルモン関連のがんです。その傾向ですが、死体を目の前に置いたときに原因、
結果がすぐにわかるかどうかというと、ヒトの場合は非常に難しいということであります
が、乳がんがどんどん増えているということだったり、そして国別に見ていくと、国はそ
んなに重要ではないですが、こういう傾向があるということです。中国では非常に深刻
です。上海でもそうです。乳がんの発症率が非常に増えているということです。
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次に、自閉症の累積発生率ですが、日本の説明がどうかということに私も関心を持っ
ています。自閉症に関しては日本では非常に高い発生率があるという結果があります。
日本がグリーンで示されています。ブルーがカリフォルニアで、赤がデンマークです。
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それから代謝性の疾患、肥満、肥満はもちろん頻繁にみられています化学物質が影
響しています。また傾向として、もちろん複数の要因があるのですが、しかしながら、糖
尿病Ⅰ型、Ⅱ型、メタボリック症候群なども挙げられます。
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では野生生物はどうでしょうか。これは北米のミサゴ営巣数とDDE濃度の低下との関

係です。そして営巣数が増えているということで、化学物質の影響があるということを示
しています。
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それから出生率、これも非常に注意深く観察しなければいけないテーマです。しかし、
EDCも関係しているということは否めないと思います。
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副腎皮質のデータがあります。野生生物のデータでもサポートされています。バルト
海のアザラシで副腎皮質の過形成を起こしている化学物質はもう特定されていますし、
壊死であったり、副腎皮質の縮退であったりという証拠もあります。こういった化学物質
のばく露、これは実験動物でもしかりであります。ヒトではまだ実証されてなかったとし
ても、野生生物では既に証拠があるということです。
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これはこれから読みたいと思うのですが、重要な懸念ということで、UNEP、WHOで

私たちが強調した内容であります。これは今日の夜、夢見ていただきたいぐらい重要な
内容です。内分泌かく乱化学物質への懸念を強める三大論点からの科学的根拠。

ヒトにおける多くの内分泌関連疾患の高発生率そして増加傾向。

野生生物の個体群において内分泌関連影響が認められていること。

疾病アウトカムに関連する内分泌かく乱性をもつ化学物質の実験室内研究における
同定。

「EDCによる疾病リスクはかなり過小評価されているかもしれない」というのが私の講

演の題目なんですが、まさにここを強調したいと思います。ヒトの健康と野生生物、両
方に私たちは着目しているわけです。
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そして、これは遺伝的な因子のみでは合理的に説明ができないです。ヒトにおいて遺
伝的因子だけではこれだけ非常に速いスピードでこういったことが起きるとは考えられ
ません。

そこで強調したいことですが、その他の非遺伝的な因子、例えば栄養、母親の年齢、
ウイルス性疾患等々、また環境因子ももちろん関係しています。ですから、これらすべ
て考慮しなければいけません。
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最後のスライドです。これはストックホルムの私の家の前にある森なんですが、数週
間前もうスキーをしてきました。この環境でスキーをしてきたのですが。

以上で私の発表を終わりたいと思いますが、こちらが協力してくれた科学者の皆さん
です。非常に熟練した同僚で、UNEP、WHOの報告、文書に貢献してくれた皆さんです。
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御清聴ありがとうございました。
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